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その後、新宮会場においては、松本

光生新宮市議会議員より、市政報告を

受けました。

各会場において闘争開始宣言（案）の

提案を拍手にて承認され、最後に、副

議長の挨拶で学習会・決起集会を終了

しました。

２０２１春季生活闘争「学習会･決起集会」

新宮会場

２０２１春季生活闘争「学習会・決起集会」を開催しました。

新宮・東牟婁地区協議会は、２月19日(金)新宮市「ホテルニューパレス」において各構成組織より１８人参加

田辺・西牟婁地区協議会は、２月24日(水)田辺市「かんぽの宿紀伊田辺」において各構成組織より２６人参加

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から参加者数を大幅に減らしての開催としました。

～誰もが希望を持てる社会を実現！

安心・安全に働ける環境整備と

「底上げ」「底支え」「格差是正」で～

田辺会場

冒頭、阪本議長より、「新年が明けてからも新型コロナウイルス感染症の拡大は収まることはなく、私たちの生活

に大きなダメージを与えています。新型コロナウイルスの影響で落ち込んだ経済の回復に向け、感染症対策をしっ

かりやり、経済を回すという大命題に労使がどう認識を合せて進んでいくかが問われる春闘になることでしょう。

コロナ禍による業務悪化を理由に、ベアを実現できないのであれば、合理的な説明を求め、労使でしっかり話し合

うことが大切だ」と挨拶がありました。学習会では、連合和歌山小山副事務局長より「２０２１春季生活闘争の取

り組みについて」と題して説明を受けました。

連合和歌山小山副事務局長

松本議員



しました。

和歌山県HPより

【３月６日は３６（サブロク）の日！】

働くみなさん、「３６（サブロク）協定」って知っていますか？

働いている人に残業をさせるためには「３６（サブロク）協定」の締結が必要です。この協定

を結ばずに残業させることは法律違反です。みなさんは自分の職場の「３６（サブロク）協

定」を見たことがありますか？コロナ禍で働き方が大きく変化する中、今一度、労働時間につ

いて考えてみませんか？

残業にもルールがある！って知っていますか？

「～雇用ＳＯＳ ちょっと待った！その解雇・雇止め～」

「2月連合全国一斉集中労働相談ホットライン 」 を２月２４日・２５日に実施！

相談内容は、賃金・雇用・労働契約など２日間で９件の相談がありました！

街頭行動は行わず、地協エリアの街宣行動と新聞広告掲載（熊野新聞社・紀南新聞社・紀伊

民報）で周知しました。

【毎月05日は「れんごうの日」！ ～２月～】

～今月のテーマ～ 「みんなの春闘」です。

春闘って新聞やニュースで聞いたことがあると思いますが、どんなものか知っていますか？

労働者が労働条件（給料だけじゃありません！）について要求し、経営者と交渉することです。

新型コロナの感染拡大で多く人の働き方に影響が出ている今だからこそ、これから先の働き

方について、考えてみませんか？安心して働ける環境づくりのために、みなさんの職場を改

めてチェックし、改善すべきところを教えてください！

【毎月05日は「れんごうの日」！ ～３月～】

～今月のテーマ～

2011年3月11日東北地方を中心に発生した「東日本大震災」。あの時、連合は多くの

ボランティア派遣をはじめ、被災地の復旧・復興支援に取り組みました。また、少しでも心の

ケアにつながればと、子どもたちの交流イベントも行いました。私たちは、労働組合の原点と

いえる「支え合い・助け合い」の心を胸に、「震災を忘れない、風化させない、教訓をいか

す」という思いを大切にしてきました。

あれから10年…大切な家族や友人、住み慣れた家や街並みを失った悲しみは消えること

はないでしょう。だからこそ、あの時のことを振り返りつつ、未来に向けて何をすべきか、考え

てみませんか？

3月6日は「36（サブロク）の日」です。労働組合では当たり前の36協定ですが、世間で

はまだまだ十分に知られていません。残業をさせるのにもルールがあることを働くみなさん

に知ってもらうため、「36協定って知っていますか？」と改めて問いかけしてみませんか？

～地域協議会からのお知らせ～ 今年のメーデーについては下記日程で計画中です。

☆新宮東牟婁メーデー ４月２４日（土） ☆メーデー田辺・西牟婁集会 ４月２９日（木・祝）

今後の様々な状況を見極めながら、規模縮小開催に向けて検討を進めています。

3.8国際女性デーとは？

1857年にニューヨークの被服工場の火災で多くの女性たちが亡くなったことを受け、

3月8日に女性たちが低賃金・長時間労働に抗議を行ったことが「3.8国際女性デー」

の起源であると言われています。

３．８国際女性デーの取り組み🍞🌹

その後、1908年3月8日には、女性労働者たちが賃金改善と労働時間短縮、そして婦人参政権を求めて「パンとバラ」を

掲げ、デモを行いました。

以来、この日は“女性の政治的自由と平等のために行動する記念日”と位置づけられ、賃金・労働条件の向上を表す「パン」

と、女性の尊厳・人権の確保を表す「バラ」をシンボルに、世界各国で様々な行動が展開されています。

連合は、1996年から春季生活闘争の中に国際女性デーの行動を位置づけ、全国で統一行動を実施しています。


